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レキシコン - Michael Kühnen 
 

80 - 国家社会主義 

 国家社会主義は、世界観であり、生き方である。世界観としては、生物

学的ヒューマニズムの科学的認識論に基づいている。すなわち、生物学的

な独自性を持つ人間から出発し、生物学的、種および自然指向の思考方法

の助けを借りて、現実を知るために偏見なしに努力するものである。そう

することで、常に独断的な信念の助けを借りて現実を歪め、強姦し、その

結果、人間社会の退廃を可能にするすべてのイデオロギーと、断固として

対立する（「独断論」を参照）。 

生命に対する態度として、国家社会主義は価値観念論の倫理を公言してい

る。すなわち、倫理的に質の高い思想への奉仕として理解される場合にの

み、生命を価値あるものとして、また意味のあるものとして認めるのであ

る。したがって、自分の小さなエゴの幸福や快適さだけを追求する唯物論

とは、まったく対照的なものである。 

国家社会主義は、その二つの側面において、すべての思想と感情の中心に

共同体を置き、国家社会主義ドイツ労働者党の党綱領の標語にその完全な

表現を見出すことができる。 
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人間が生きていく上で最も重要な共同体は、その人間である。したがっ

て、国家社会主義はヴェルキッシュの世界観、人生観であり、その信奉者

はヴェルキッシュ運動に属しているのである。国家社会主義の目標は、

アーリア人（アーリア人参照）の種と性質に応じた高い文化の新秩序であ

り、そこでは、自然と文化の間の疎外と矛盾が廃止され、排除されるので

ある。この目標は、革命、すなわちすべての価値観の包括的かつ広範な再

評価を通じてのみ達成することができる。 

国家社会主義は、自由でありながら、同時に人に縛られた人格を生み出

し、その才能、能力、傾向をすべて開花させ、それを国家共同体に奉仕さ

せるものである。しかし、人は生物学的に同じではなく、異なっている

（分化を参照）ので、誰もが自分の性質と個性に従って、国家社会主義に

対する自分の理解を深めてもいるのです。人種や民族の同志として、男性

や女性として、そしてタイプとしての性格の面で、人々が生物学的に対応

する範囲においてのみ合意がある（「平等」を参照）。 

しかし、この合意は、国家社会主義革命を可能にするには不十分であり、

それは、信奉者のあまりにも異なる自己理解によって、宗派や派閥の形成

によって脅かされるであろう。このため、国家社会主義は、革命が完成す

る前の闘争期においても、知的自由を制限しないが、信奉者を共通の政治

的意志で縛り、そのために党を形成する。ドイツではNSDAP（ウィル参

照）である。 

  

81 「新世代の国家社会主義 

 現在、ドイツでは、創設者・形成者の歴史的世代、HJ世代、孫世代とい

う3世代の国家社会主義者が活動している。後者は、国家社会主義の新世

代の担い手である。後者は、国家社会主義のすべての原則を共有し、その

歴史的継承者である。 

今日の国家社会主義運動は、歴史的世代が結成した国家社会主義ドイツ労

働者党と、HJ世代が基本的に支持していた社会主義帝国党の遺産である。

両世代の忠実なメンバーが、新しく設立された国家社会主義党の核とな

る、今日のナチス運動に属している。これらの理由から、新世代の国家社
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会主義は、新しい国家社会主義ではなく、歴史的伝統の中に自らを意識的

に位置づける新世代の国家社会主義なのである。 

1953/64JdFのSRP禁止令と1968/79JdFの新世代の国家社会主義の最初の組

織的努力の間には、国家社会主義の長い夜があり、その間、ドイツには組

織的なナチス運動は存在しなかったのである。この間、歴史的状況の変化

と世代交代の成功の結果、国家社会主義思想は発展を続け、過去と比較し

て明らかに強調すべき点が変化していた。  

内政では反動が、外交では自由資本主義西欧の帝国主義が今日の主敵と

なっている（「自由資本主義」参照）。帝国はもはやドイツ国民国家とし

てではなく（「国家」を参照）、大規模なヨーロッパ秩序として理解され

ている（「ヨーロッパ」と「Lebensraum」を参照）。東方拡大ではなく、

国家東方政策、ひいてはソビエト連邦との統一を目指すのである。 

人種政治の面では、白色人種全体（アーリア人参照）に対する関心であ

り、もはや北欧系民族だけ（ゲルマン人参照）に対する関心ではない。一

人の優秀な指導者への崇拝は、国家社会主義党の主導的な役割の認識に

とって代わられた（Führerprinzipと元老院も参照のこと）。総じて、新世

代の国家社会主義は、ブルジョアジーの時代を全面的に克服し、労働者階

級の時代を確立する革命的な社会主義の思想と運動である。 

ドイツにおける新世代の国家社会主義運動は、ナチス禁止令の条件下で、

組織的には合法部門（新戦線のGesinnungsgemeinschaft）と地下のNSDAP/

AOに分かれている。新世代の国家社会主義は、新戦線の一般路線によっ

て規定されている。 

  

82 - 国家社会主義ドイツ労働者党 

 ドイツ国家の中で、国家社会主義ドイツ労働者党は、国家社会主義が党

に課している任務を果たしている。党は、人民の組織された生きる意志

（Willenssträger）であり、国家の政治的前衛組織である（Willeも参照）。

それは、勝利することができるようにするために、規律正しく服従し従属

する覚悟のある国家社会主義者の労働者から構成される（労働者党の項も

参照）。 
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最高の国家社会主義者だけが、党の同志になれるし、なれるかもしれない

のだ! 

党は、総統原理、権威と責任の原理に従って自らを組織し、革命のために

戦い、党綱領に基づいて、党の路線を確立し実施することによって、国家

社会主義人民国家（「国家」を参照）を形成する--（ドイツでは、NSDAP

の新しい創設までは、新戦線の一般路線が代替物として適用されてい

る）。党のプログラムが達成されると同時に党は解散し、こうして新秩序

が戦わされ、確保されるのです。 

党なしには、国家社会主義の政治的勝利と新秩序の建設は不可能である。

だからこそ、すべての国家社会主義者にとって最も重要な任務は、国家社

会主義党が存在しないところではその創設と推進であり、禁止されている

ところではその禁止に反対し、再創設のために闘うことなのである。ドイ

ツでは、この課題を新戦線（地下ではNSDAP/AOが支援）が担っている。

国家社会主義のもとでの闘いにおける党の歴史的意義と継続的で決定的な

任務は、ドイツにおけるNSDAPの創立と歴史を通じて初めて明らかにな

り、その結果、すべての国家社会主義者とアーリア人種の生活圏のあらゆ

る場所のモデルとなった（「アーリア人」を参照のこと）。 

NSDAPの直接的なルーツと前身は、第一次世界大戦以前、20世紀初頭に

さかのぼるが、当時は断片的なヴェルキッシュ運動の一部に過ぎなかっ

た。1920/30年2月24日にNSDAP党綱領が公布されて初めて、国家社会主義

者の理解では、ドイツに国家社会主義党が存在する、つまり史上初の国家

社会主義党が存在すると考えることができるのだ。そのため、2月24日は

党の創立記念日としても祝われている。 

この第一次NSDAPは、その目的どおりドイツ国民の意思として急速に発

展し、指導者アドルフ・ヒトラーのもと、1923/34年11月9日、体制打破の

ための武装民族蜂起を引き起こしたのであった。これは失敗に終わり、党

の禁止、党首の投獄（この間に代表作『わが闘争』を執筆）、支持者の迫

害を招いた。蜂起の失敗は、合法的な革命という考え方の帰結と、非常に

特殊な状況下でのみ意味を持ち有望である武装革命闘争に対する懐疑をも

たらした（「人狼」を参照）。 

1925/35年2月JdF、釈放されたアドルフ・ヒトラーによってNSDAPが新た



6 

に設立された。この第二次NSDAPは、前述の11月9日の教訓を生かし、法

的革命の思想を発展させた。11月9日の死者が反動による民族蜂起の弾圧

におけるNSDAPの最初の血の証人であるとすれば、1933/43年1月30日の

JdFの権力掌握までの闘争期間には、さらに400人近くの犠牲者が続いた。

その中には、ホルスト・ヴェッセルの戦闘歌「高い旗」が党賛歌となった

人物もいる。 

1945/56年5月8日にドイツ国防軍が無条件降伏した後、NSDAPは帝国全土

で戦勝国によって禁止、迫害され、ついには鎮圧された。1949年から1952

年、1960年から1963年にかけて、ドイツの国家社会主義者は社会主義帝国

党（SRP）とともに国家社会主義党の再興を目指したが、当初は成功した

ものの、SRP禁止令により失敗した。その後、1968/79年のJdF以降、新し

い世代が新たな闘いを始めるまで、国家社会主義の長い夜が続いた。この

新世代の国家社会主義から、1977/80年5月8日にJdF、今日の新戦線が生ま

れ、自らを旧NSDAPの正当な後継者、新NSDAPの核と見なしている

（「伝統」も参照のこと）。 

NSDAPは、新党設立を決意した国家社会主義者が、統合組織として重大

な政治的選択肢を示し、ヴェルキッシュ運動における一般路線を押し通

し、すべての善意の国家社会主義者の支持を得ることができたときに、新

たに設立されたのだ。NSDAPの新しい設立がどのような名称で行われる

かは、この点については二の次である。そのため、NSの正式な解禁に先

行して行うことができる。 

国家社会主義ドイツ労働者党の再確立は、総統の党の戯画化を避け、国家

社会主義運動の評判を損なわないために、時期尚早であってはならないの

である。再起の命令は、新戦線の指導部が機が熟したと判断した時点で出

すものとする。 
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卍の下で楽しむ 

ゲルハルト・ラウクによる逸話集 

出版社NSDAP/AO, PO Box 6414, Lincoln, NE 68506 USA 

nsdapao.info & nsdapao.org 

Copyright 1993 NSDAP/AO 

米国で印刷されたものです。 

 

45. 

   私のフランス人の同志は面白い人だった。彼は、ベルリンの戦いでフ

ランスのヴァッフェンSSに従軍し、フランス軍でアルジェリアのムー

ア・テロリストと戦い、反ドゴール将校の反乱に参加し、今はミュンヘ

ンに亡命している。 

   私が彼のドアをノックすると、彼はドアを開けて挨拶し、私に腕を回

し、両頬にキスをした。私は微笑みながら、"君がフランス人だと知って

いてよかったよ。そうでなければ、君を殴るところだったよ！"と言っ

た。 

   その夜、スイス人の同志が到着し、私たち3人はイタリアのファシス

トが経営するバーに行きました。その場所には、他に若いドイツ人の常

連が一人だけいた。もちろん、私たちは政治の話をしていた。私は、そ

の唯一の非国家社会主義者の常連客に同情しかけた。彼はおそらく、自

分がナチの邪悪な陰謀に出くわしたと思っていたのだろうそれを聞いて

いた彼は、礼儀正しく私たちの会話に割って入ってきた。 

   彼は普通の人と同じように洗脳されてはいたが、十分まともな人物の

ように見えた。私とスイス人は、彼を説得し、少なくとも、テレビで描

かれるような血に飢えた殺人狂ではなく、自分の信念を論理的に守るこ

とのできる合理的な人間だと受け入れてもらうことができた。  

   少なくとも、私たちはほとんど成功した。私たちが彼を半信半疑にさ

せるたびに、当時少し酔っていたフランス人の仲間は、拳をバーに叩き

つけて、「彼らを殺さねばならない！」と叫んだ。全員だ！」。ユダヤ
人は皆殺しにしろ！" 
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   当然ながら、彼はかなりショックを受けていた。そこで、私とそのス

イス人は、もう一度やり直すことになった。しかし、フランス人の仲間

は、同じことを繰り返すだけである。 

   翌日、私たちは復讐を果たした。フランスはいいけれど、いつかパリ

を平らにして、コンクリートで舗装して、大ベルリンの郊外の駐車場に

しなければならないよ、とフランス人の同志に冗談で言ったのです。  
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